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中学校天 文分野 「太陽系の すがた」 の授業プラン
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1　 は じめに

　理科教育には，学力低下以外に も様 々 な問題点

が存在 する。そ の 中の
一

つ に学校教育後の 理科学

力の持続性が乏 しい 事などが挙 げられ てい る。

1｝

こ の ような中 ， 近年の教育改革におい て，生徒が

単に学間的な知識を得る だけで なく ， そ の 後の 実

社会 ・実生活の 中で活か されるよ うな力を身に っ

け る こ とが強調 され るよ うになっ た 。

り

2　研究の 目的

（1）中学校理科 「地球 と宇宙」 につ い て の 生徒

　 の 興味 ・関心 と知識 ・
理解の 実態を調査する。

（2）中学校理科 「地球 と宇宙」 の小単元 「太陽

　 系の すがた］ を生徒の 実態 と人間生活に対す

　　る科学の 多面的な関連性とい う視点か ら授業

　 プラ ン の 開発 を行 う。

3　研究の概要

（1）生徒実態調査と分析

　平成 24年 8月 に，千葉市内の 中学校第 3学年

（161名）にお い て以下 の 調査を行 っ た。

  天文分野に関する興味 ・関心 の調査

  「太陽系の すが た」 に つ い て の 知識 ・理解の

　　事前テ ス ト

　 こ れ らの 調査結果を分析 し授業を構想 し た
。

（2）授業プ ラン の 開発

　宇宙に関する こ とは物理的には生徒の 「身近 」で

はない 。そこ で学習内容を実社会 ・実生活との関

連づけ る視点 として ，市川 の 人間力形成の モ デル

を参考に した 。

3）そ して ， 科学を 「職業生活」 ，

「市民生活」 ，　 「文化生活」 とい う人間の 多面に ・

かかわ るもの として捉える こ と，か ら 「太陽系の

すがた」 の 授業プラ ン を際発 した 。

4　結果

（1）生徒実態調査の 分析か ら

　生徒の 興味 ・関心が どの よ うな側面を表したも

の か を因子分析 し， 共通因子 を抽出 した 。 そ の 結

果， 4 つ の 因子 が抽出され ，
「学習内容の 実感」，

「メデ ィア による刺激」，
「精神の 充実感」， 味 知

へ の 好奇心」 とい う解釈を付ける こ ととした 。

　 「太陽系のすがた」に関する知識 ・理解の 事前

テ ス トの結果か ら，太陽系の惑星の 外側や，惑星

と惑星 の 聞の 空間 （小惑星帯な ど）の 理解度が低

い こ とが分か っ た。

（2）授業プ ラ ン の 開発か ら

　表 1の よ うに 「太陽系のすがた」 の授業を 4 時

間で構成 した。 授業内容の 詳 細は緬 幅の 都合上 ，

当 日発表する。

　 　 　 　 　 表 1 授業内容 と科学の 諸側面

授業 授業の 内容 科学の 諸側面

第 1時 科学の 歴史か ら太陽系を学ぽう 文化生活

第2時 惑屋 探査機か ら太陽系を学ぽ う 文化生活

第3 時 ス ペ ー
ス デプ リとは なん だろ う 市民生活

第4 時 宇宙を舞台に活躍ずる人に つ い て 職業生活

5　 おわ りに

　本研究で は中学校天文分野に関する生徒の実態

とその 問題点を浮かび上が らせ る こ とが で きた 。

また ， 中学校天文分野の学習にお い て実社会 ・実

生活 との関連付 けの視点にもとつ い て，授業プラ

ン を開発 した。今後は本授業プ ラ ン を実践 し授業

の分析を行 う予定である 。
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